
年度 開催地

４１年 愛知 全日本選抜Ａ （東京） 全日本選抜Ａ （東京）

４２年 愛知 専修大学 （東京） 大生信用組合 （東京）

４３年 愛知 専修大学 （東京） 名古屋市 （愛知）

４４年 静岡 専修大学 （東京） 専修大学 （東京）

４５年 三重 専修大学 （東京） 青山学院大学 （東京）

４６年 東京 専修大学 （東京） 大生信用組合 （東京）

４７年 愛知 シチズン時計 （東京） 大生信用組合 （東京）

４８年 大阪 日本楽器製造 （静岡） 愛知工業大学 （愛知）

４９年 三重 シチズン時計 （東京） 富士短期大学 （東京）

５０年 佐賀 近畿大学 （大阪） 富士短期大学 （東京）

５１年 青森 近畿大学 （大阪） 専修大学 （東京）

５２年 長野 近畿大学 （大阪） 第一勧業銀行 （東京）

５３年 宮崎 協和発酵 （東京） 第一勧業銀行 （東京）

５４年 栃木 日本楽器製造 （静岡） 富士短期大学 （東京）

５５年 滋賀 シチズン時計 （東京） 川崎製鉄千葉 （千葉）

５６年 島根 明治大学 （東京） 日産自動車 （神奈川）

５７年 群馬 明治大学 （東京） 日産自動車 （神奈川）

５８年 奈良 日本楽器製造 （静岡） 日産自動車 （神奈川）

５９年 鳥取 川崎製鉄千葉 （千葉） 日産自動車 （神奈川）

６０年 山梨 日産自動車 （神奈川） 青山学院大学 （東京）

６１年 沖縄 日本楽器製造 （静岡） 武田薬品湘南 （神奈川）

６２年 京都 日産自動車 （神奈川） 日産自動車 （神奈川）

６３年 北海道 日産自動車 （神奈川） 三井銀行 （東京）

H1年 福岡 日産自動車 （神奈川） 住友生命 （大阪）

　２年 石川 協和発酵 （東京） 日産自動車 （神奈川）

　３年 山形 日産自動車 （神奈川） 日産自動車 （神奈川）

　４年 香川 ヤマハ （静岡） 日産自動車 （神奈川）

　５年 愛知 びわこ銀行 （滋賀） 武田薬品湘南 （神奈川）

　６年 福島 日産自動車 （神奈川） 松下電器 （大阪）

　７年 広島 日産自動車 （神奈川） 日本生命 （大阪）

　８年 大阪 グランプリ （大阪） 日本生命 （大阪）

　９年 神奈川 日産自動車 （神奈川） 松下電器 （大阪）

１０年 熊本 日産自動車 （神奈川） 日本生命 （大阪）

１１年 富山 日産自動車 （神奈川） 日本生命 （大阪）

１２年 宮城 東京アート （東京） 日本生命 （大阪）

１３年 高知 日産自動車 （神奈川） 日本生命 （大阪）

１４年 静岡 東京アート （東京） 日本生命 （大阪）

◆団体の部

男子団体 女子団体



年度 開催地 男子団体 女子団体

１５年 埼玉 東京アート （東京） 淑徳大学 （埼玉）

１６年 岡山 日産自動車 （神奈川） 日本生命 （大阪）

１７年 兵庫 東京アート （東京） 日本生命 （大阪）

１８年 秋田 東京アート （東京） 日本生命 （大阪）

１９年 大分 日産自動車 （東京） 日本生命 （大阪）

２０年 新潟 東京アート （東京） 日立化成 （茨城）

２１年 千葉 東京アート （東京） 日立化成 （茨城）

２２年 山口 東京アート （東京） 日本生命 （大阪）

２３年 岐阜 東京アート （東京） 淑徳大学 （埼玉）

２４年 東京 東京アート （東京） 中国電力 （広島）

２５年 長崎 東京アート （東京） 日本生命 （大阪）

２６年 和歌山 東京アート （東京） 日本生命 （大阪）

２７年 岩手 協和発酵キリン （東京） 日立化成 （茨城）

２８年 愛媛 東京アート （東京） 中国電力 （広島）

２９年 福井 協和発酵キリン （東京） 日立化成 （茨城）

３０年 茨城 リコー （東京） ジュニアナショナルチーム －

2019年 鹿児島 東京アート （東京） 中国電力 （広島）

2020年 三重

2021年 栃木 東京アート （東京） 中国電力 （広島）

注３：平成2年度から男子を世界選手権大会の新しい方式(ニュースウェイスリングカップシステム)に
　 　 変更した。

注２：昭和60年度大会からは、世界選手権大会方式に戻した。
注１：昭和54年度までは「全日本総合団体選手権大会」と称した。

中止


